上牧町の改革と市制の実現をめざして　　　　 　　第２６号　２００１年１０月
 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　　)
 eq \o\ad(を支持する会,　　　　　　　)
９月決算議会のポイント

９月定例会は、７日から21日までの15日間の会期で開かれました。

12年度一般会計決算、国民健康保険・介護保険特別会計決算などの

審議が行われました。私は行財政改革、むしろ経営革新への取り組み、

障害者計画策定などについて、一般質問を行いました。（2,3面に掲載）

☆町財政は“危険水域”に入る -12年度決算審査から-
◆12年度事業は、保健福祉センター（2000年会館）建設、上小北館大規模

　改造、第１保育所移転改築、ごみ焼却場ダイオキシン対策、ふるさと農道
　緊急整備、遊歩道整備、小集落地区改良事業などが行われました。

　◆その結果、一般会計の町債残高は、24億円増の167億円に膨れあがりました。

　　決算総額で120億円を超え、しかも財政指標は“危険水域”に入りました。

　◆経常収支比率は89.4%（前年度比2.7%増）、公債費比率は20.1%（同0.4%増）
　　となりました。自主財源の比率は29.3%（同2.2%減）と３割を切りました。

◆住民要望といいながら、小渕・森内閣の財政拡大に追随し、借金と補助金を
　頼りに事業を進めた結果です。13年度の財政は、さらに悪化する見込みです。

☆障害者計画は、今年度内に策定

　◆遅れていた障害者計画策定作業が、ようやく始まりました。９月４日に、

　　策定委員会（各種団体関係者など19名で構成）が発足しました。

◆11月ごろには第２回委員会を開催し、年度内には策定作業を終えたいとの

　答弁がありました。障害者や家族の要望をよく聞いて欲しいものです。

☆65歳以上の介護保険料、全額徴収が始まる
　◆介護保険は、12年4月から給付が開始されました。65歳以上介護保険料は

　　12年9月まで全額免除、同10月からの１年間は半額徴収の扱いでした。

◆それもこの10月から本来の保険料（全額）徴収が始まりました。基準額は
　年額35,300円で、住民税課税によって５段階に分けられています。

　★ホームページ開設　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会議員　 eq \o\ad(堀内英樹,　　　　　　)
　　呼びかけ：町行財政改革、むしろ経営革新を急げ！

一般質問しました

９月11日のアメリカ「同時多発テロ」を契機に、世界的な景気後退が

いっそうはっきりしました。日本でも国民総生産減少、完全失業率5％、

大型倒産、株価下落など大恐慌前夜を思わせる経済情勢です。そのなかで

小泉構造改革が進められようとしています。とうぜん上牧町の行財政運営

にも、大きな影響を覚悟しなければなりません。

⑴行財政改革 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(むしろ),＝)経営革新にどう取り組むのか

Ｑ町民税個人分の減収が、平成9年以来ずっと続いている。この要因は、高齢

　人口増・若年人口減による所得構造の変化によるものではないのか。（堀 内）

Ａその通りである。経済低迷による所得減、リストラによる退職者増もあるが、

　この３年間で年金所得者が270人も増えている。　　　　　　　（税務課長）

Ｑ小泉内閣の骨太方針と14年度予算概算要求基準が閣議決定された。上牧町

　行財政運営への影響は…

Ａ従来型の公共事業が削減され、補助金や起債が減ると思われる。地方交付税

　の見直しで、交付税そのものの減額が予想される。　　　　　（総務部次長）

Ｑ上牧町の行財政改革＝経営革新は、一刻の猶予もない。取り組みの方針は…

Ａ小泉改革を受けて、庁内で論議を進めており、いずれ担当者から回答する。

　　上牧町としても何とかやって行けるように考えたい。　　　　　　（町 長）

Ｑ住民要望に応えるとして公共事業を行った結果、予算が大きくなり、借金が
　　増え、財政がさらに悪化した。これまでのやり方では、もう対応できない。
　　行財政改革よりも、むしろ経営革新が必要な段階になっているが…

Ａその通りである。従来通りの一律カットやシーリング方式では遅すぎる。

　財政危機を乗り切るには、政策評価などが大切である。　　　　　（助 役）

Ｑ行財政改革＝経営革新を推進するため、具体的な取り組みを提案する。

・バランスシートの作成と行政コストの公表

・事業評価の導入と住民満足度の調査

・事業計画の事前公表と住民意見の反映

・数値目標の設定と手順、行程の策定

・先例の学習と外部ノウハウや民間活力の活用

Ａ行政コストや住民満足度は、いずれ公表しなければならない。さしあたって

　14年度予算編成では、こうした考え方で取り組みたい。これと平行して
　　マニュアルを作成して積み重ね、１年後あたりに公表したい。　（総務部長）
Ｑ地方分権の構造改革は、住民の「自己決定」「自己責任」である。こうして

　道具立ては揃った。このあとは、やるのか、やらないのかだ。
Ａ色々な行政手法があり、行政改革大綱（平成８年制定）の見直しも含めて、

　いま検討中である。

経営革新は、これまでの“役場まかせ”の町行政のあり方を根本から考え直し、

　地方自治のシステムそのものを変えようとする試みです。

　自治体は何のためにあるのか（使命）、何をどのようになすべきか（目的）を

　明確にし、資源（ヒト、モノ、カネ、情報など）を活用して、地域を効率的に

　経営する（手段）ことを目指すものです。つまり、住民を主人公として位置
　づけ、情報共有、意志決定、事業実施に至るまで、“住民参加”で行う行政
　手法のことです。いま全国的に広がりつつあります。

⑵知的障害者グループホームへの地域の取り組みは

Ｑ福祉センターを改装、知的障害者グループホームとして「上牧町手をつなぐ

　育成会」が運営にあたる。運営にはボランティアなど多数の地域支援が必要

　である。町として、ボランティアの養成などへの取り組みが望まれるが…

Ａ「上牧町手をつなぐ育成会」から、運営についての具体的な話しは、いまの

　ところ聞いていない。こんご町としてどのようなことができるか、検討する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（住民福祉部次長）

　グループホームは、知的障害者が地域のなかで普通に暮らすことを目的とした

　施設です。運営にあたっては、常に世話する人のほか、周囲でボランティアや

　住民など、大勢（入所者数のおよそ10倍）の支援が必要とされます。

⑶次期介護保険事業計画策定への取り組みは
Ｑ次期の事業計画は15年度からの３年間である。介護保険利用者や被保険者

　（介護保険料負担者）の意向調査を行う必要があるが、どうか。

Ａ次期の事業計画は、14年度中に策定する。町として意向調査は必要と考えて

　おり、状況をみて検討する。　　　　　　　　　　　　 （住民福祉部次長）

Ｑ事業計画策定委員会への公募による住民参加を図ることを要望するが…

Ａ公募は考えていない。ボランティアやホームヘルパーなどを追加したい。

Ｑ一般の住民、介護保険利用者や被保険者の参加を求めたいが、どうか。

　Ａ各種団体の会長以外で介護保険に関係する役員を選んでいる。団体役員も

　　住民である。

12年度介護保険特別会計決算にみる

　☆12年度介護保険特別会計は、介護給付が始まって最初の決算です。介護保険

　　は、町民の“負担と給付”が明らかで、住民自治の見本とされています。

☆介護保険事業計画に沿い、当初予算は７億6,852万円組まれました。給付が
　計画を大幅に下回ったため、１億7,354万円減額されていました。それでも
　7,649万円の黒字となり、13年度に繰り越しされることになりました。

　☆要介護認定を受けられた方340人のうちで、介護サービス利用者は250人
　　程度です。施設利用は計画通りですが、居宅サービス利用は計画の半分
　　以下に止まっています。

　　呼びかけ：介護保険、居宅介護サービスの活用を！

議会あれこれ

☆全員協議会（非公式な議会）、開催される
①教育・福祉施設の防犯対策ほか

　８月９日（出席議員12名）に開催されました。６月８日に発生した池田市の

　小学生殺傷事件を教訓に、上牧町内での教育・福祉施設防犯対策が協議され

ました。対策は、監視カメラや進入感知システム取り付けなどです。

これを受けて、８月17、31日の両日、文教厚生委員会主催による幼・小・中

教育施設の視察に同行し、施設の維持管理と併せて現場を確認しました。

　②議会への欠席届と通信機器の持ち込み禁止など

　　９月定例会中、７日（出席議員12名）、20日（同13名）、21日（同13名）

　　に、３回開催されました。

　　これまでの「上牧町議会運営に関する申し合わせ事項」の確認が行われ、

　　欠席届は正当な理由を証明する書類（病欠の場合は診断書など）を添付して、

　　議長宛に文書で提出することが再確認されました。

　　また、議場・委員会室への携帯電話など通信機器の持ち込みを禁止しました。

　　これに伴い、議会の会議規則が改正されました。

☆９月定例会での議員の出欠状況報告

　　７日本会議：出席議員16名（全員）、12日産業建設委員会：出席委員5名

　　（全員）、12日総務委員会：出席委員５名（杉田委員欠席）、13日文教厚生

　　委員会：出席委員５名（全員）、14,17,18日決算特別委員会：出席委員７名

　　（全員）、19,20日一般質問：出席議員14名（川田議員・杉田議員欠席）、
　　21日本会議：出席議員14名（川田議員・杉田議員欠席）

ホームページは、私自身で制作・管理
　今年３月から、堀内英樹のホームページ（Webサイト）を公開
　しました。議会情報は、そのつど更新して掲載しています。


	　　ホームページを開設しました

　　　「市民のこえ」の電子版です。みんなの広場として

　　　“掲示板”を用意しました。気軽にお使いください。

　　　　http://www.lint.ne.jp/~horiuti/siminnokoe.html

　    電　　 話     eq \o\ad(32-0022,　　　　　)
　　  ファックス     eq \o\ad(33-2258,　　　　　)　　　議会議員　堀　内　英　樹
　　  電子メール     eq \o\ad(horiuti@lint.ne.jp,　　　　　　　　　　)　  上牧町桜ヶ丘１-18-１


　　おことわり：古紙１００％の再生紙を使っております。少し読みづらいですが、ご理解ください。
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